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Summary

Today, learning is separated from self formation and world formation. Against this situa

tion, teaching and voluntary learning activities by which self formation and world formation

are encouraged is pursuited. In this paper I examined investigative learning activity and group

formation. And I examined various learning activities and the formation of learning collective

in global education.
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く。(3)世界づくりをおこない、世界づくりを介し

て生きる意欲・見通し・展望を開いていき、意識

的主体として自己を形成していく。つまり自分づ

くりをおこなっていくのだが、前述のような学習

処理ではそうならない。「いくら学んでも、世界

を意識化することも、それを意識化する自己を確

立することもできないで終わる」し、「学びをと

おして世界と自己の主人になっていくことがなく、

ますます支配の傘のなかに閉じこめられていく」

ことになる。(４１

多くの子どもはいつ落ちこぼれるかわからない

という不安にとらわれ、競争的学習観にこだ゛わっ

ている。その意味では、学習は生き方と密接につ

ながっている。しかしそこでの生き方は、受験と

いう閉鎖的世界のなかでの競争的生き方にとどま

っていて、競争や競争的学習観それ自体を対象化

してみつめなおし、自己の生き方をきたえていく

にいたっていない。ここに、受験的閉鎖世界を対

象化し、それとはちがった世界をえがき、それと

つきあわせて自己の生き方を模索・確立していく

ことが重要な課題となる。

また、競争的・排他的な学習関係が自己の表出

と確立を妨げている。子どもたちは学校知・制度

知の学習をとおして、「支配と服従」「抑圧と被

抑圧」の観念を学びとっている。「自己を卑下し、

自分のものの見方。感じ方・考え方を無価値なも

のとして抹殺するようになっていく」のであり、

「学びのなかで自己をますます失っていく」ので

ある。（５）

世界づくり・自分づくりのためには、競争的・

排他的学習関係を変革し、共同的関係をきずくこ

とが必要になるｑ学習集団のありようが問われて

くる。授業の内外をとおして自主的・共同的学習

活動と学習集団をどうつくりだしていくかが課題

となる。

こうして、世界づくり・自分づくりと切り結ぶ

学習をつくりだし、世界づくり・自分づくりを励

まし促進することが、今日における学校教育の大

きな課題となってきている。この課題にせまる教

育実践研究の模索が近年行われてきている。私の

みる限りでは、この課題に精力的に取り組んでい

るのは、全国進路指導研究会（略して、全進研）

全国生活指導研究協議会（略して、全生研沁な

らびに全生研と兄弟関係にある全国高校生活指導

研究協議会（略して、高生研）である。

全進研は中学生の進路観の形成を中心として取

り組んでいる。「偏差値」など進路．進学をめぐ

って起こる現象のなかに凝縮されている能力主義

や競争原理を対象化して、中学生の学習課題とし、

また地球環境・平和・人権など歴史的・人類的課

題を学習課題として、授業内外で取り組んでいる。

そのなかで進路をみずから切り開く力を形成しよ

うとしている｡(6)全生研は、主として80年代末よ

り、グローバル・エデュケーションを中心として、

小学生から中学生にいたるまで、受験的閉鎖世界

とは違った現実世界を意識化させ、そのなかで世

界づくり・自分づくりをおこなわせていこうとし

ている。全進研と類以しているが、全生研にあっ

ては、小学生から中学生にいたるまでの発達過程

を対象としており、また、文化（内容）論と組織

（集団）論を統一的に追究していることに特徴が

ある。このような追究をとおして、これまでの教

科･教科外の枠組み、学校と社会の関係をとらえ

直し、学校を再生しようとしている。高生研は、

高校生を対象として、全生研とほぼ同じ問題意識

で取り組んでいる｡(7)本論文では、全生研を中心

とした動向を追跡し、この課題にせまる授業と自

主的学習活動の創造の成果と課題を明らかにした

い。

２地域を素材にした調査活動の組織化と班づ

くり－神保映の実践的試み－

全生研の「授業と学習集団」に関する研究は、

「学級集団づくり入門・第二版」（1971）で定式

化されて以来、教科内容・教材分析・指導言研究

が主軸であり、教科内容・教材分析・指導言研究

に従属した形で学習集団が問題にされてきた。と

くに1970年代後半から1989年まで、夏の全国大会

における「学習集団」分科会では、分科会基調論

文の主軸は教科内容・教材分析・指導言研究であ

り、その素材として国語の授業が多くとりあげら

れ、「構造読み」という特定の読み方指導を中心

として、教材分析と発問・問答が検討された。そ

こでは、学習集団の問題は「教科内容」の指導に

従属した「学習形態」ないし「集団の動かし方」

を意味するにとどまり、学習集団の問題を独自に
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追究していくという視点が弱かった｡(8)上記の問

題にひきよせれば、子どもの世界づくり・自分づ

くりとの切り結びという視点が弱かったといわざ

るをえない。

これに対して神保映は、1986年の「実践記録」

（「社会科地域学習で動き始めた班長たちの”班

づくり”」）において、地域にこだわった学習の

組織化という視点から、「授業と学習集団」の問

題を授業時間の外に枠を広げながら独自に追究し

ていった。小学校４年の社会科地域学習で、教材

研究のための地域調査を発端として、子どもの興

味・関心をよびおこして、放課後での任意参加の

班活動による調べ学習を生みだし、予想以上の成

果をもたらしたというものである。意図的に追究

したものではない。とまどいを感じながら、結果

的に、授業と教科外学習活動の関連をうまく創り

だしている。ここに、こんにち提起されている

「授業と学習集団」の新しい展開の端緒がみられ

る。以下に、その実践を要約して紹介しよう。(9)

社会科地域学習において、教科轡では「便利な

くらしをささえるもの」として「水道」「電気」

「ガス」が並列的に提示されていた。これに対し

て神保は「水道」にこだわり、「水道」を軸とし

て教育内容をくみかえていく。学区を調査し、情

報を集めていたところ、小学校の近くで発掘され

ている遺跡から古井戸が発見された。さらに、現

在国府津地区に合併されている旧田島村に二箇所

の簡易水道組合があったことを知って、このこと

を素材にして、「村民たちの談合により水道組合

を結成し、水道の仕組みを簡易に教えられる」と

考え、学区調査に入ったのである。

神保が学区を調査しているところを子どもにみ

られ、そこで子どもにも古井戸調査の協力をお願

いしていく。こうして、自主的・自発的な「四年

三組ちびっ子調査隊」が誕生する。学区調査と平

行して、学区を素材とした社会科地域授業は進ん

でいく。「国府津の人たちはどのようにして飲料

水を確保してきたか」という学習箇所で、川の上

流を調べてみようという声がでて、調査隊の－人

は他の子どもにも働きかけて、放課後に班で調査

に行こうと呼びかけた。他の班の子も行きたがっ

ていた。塾や習い事に行っている子どもが多く、

なかなか全員が行ける日がない。そこで、全員が

集まらなくてもよいから、集まれる人だけで調査

をやり、三日間で調べてくることにした。班で調

査箇所を分担し、取り組んだのだが、行くと約束

してこなかった班員をめぐって班会議が開かれた

り、メモしてこなかったために水を運ぶ土器をめ

ぐって考えが対立した班がでたりした。このよう

なトラブルをとおして、班で活動するときの約束

事が意識化されていった。

さらに、「つるべ井戸での水の汲み方」のとこ

ろで、実際につるべ井戸でやってみたいという要

求がでて、二人の子どもの家でやるのだが、たく

さんの人が希望して収拾がつかず、結局班長会の

出番となった。神保に誘われて、班長会は、二箇

所の井戸を有効に使って、どの班も実験できるよ

うに時間配分した。いよいよ「田島簡易水道組合」

の学習に入った。学年でその残存施設と石碑の見

学に行き、そのあとで、もっと調べたいことをあ

げさせ、他の班の情報も取り入れながら班で取り

組ませていった。それらの成果を生かすために、

神保は班長会に、「田島水道物語を完成させ、父

兄学級で公開しよう」という教師原案をだして、

これに取り組ませていった。模造紙８枚を横に並

べた年表が二週間後に完成し、父兄学級で公開し

たというものである。

以上の神保実践から学べることは、一つには、

教科響教材を地域素材によってくみかえ、地域に

ねざした教材にしていることである。単元の構想、

それにもとづく小単元の構想と、授業の核となる

内容のくみたてを綿密におこなっている。学区素

材を軸として教科内容の系統的すじみちが確定さ

れていることに注目したい。地域素材の個別性・

具体性が子どもの追究心を呼び起こし、調べ学習

を生んでいくのである。個別性・具体性をもつ地

域素材を調べ学習によって追究することをとおし

て、社会科教育のねらう普遍的認識が典型的に豊

かに獲得されていく。この点で、社会科という教

科の特質に応じて教科内容の指導を適切にくみた

てているといえる｡('o）教育内容の指導の適切な

構想を前提として、実践されているのである。

二つには、授業外での学区調査を子どもに協力

してもらうのだが、子どもはこの活動を探検どっ

と的にとらえ、取り組んでいるということである。

「ちびっ子調査隊」という名称が示しているよう

－６１－
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に、この活動は子どもにとって「一種の冒険ごっ

こ」（'1）である。調査を素材としたギャングエイ

ジにふさわしいごっこ活動として、子どもはわく

わくしながら取り組んでいる。これは、まさに、

自主的・自発的な教科外学習活動である。

三つには、自主的・自発的な教科外学習活動を

背景として、授業での探究的学習活動が活発化し、

放課後での任意参加の班活動が推進されていくと

いうことである。教師は教育内容・教材分析研究

をもとに核心的発問をくみたて、子どもに提示し

ていく。教師の提示した発問に対して、さきの自

主的・自発的な教科外学習活動を背景として、子

どもたちからもっと調べたいという学習要求が生

じ、放課後の調べ学習が生まれてきている。放課

後の時間は、いくつかの問題をはらんでいる。放

課後は一方では教師の指導の手をはなれる。班で

の取り組みとなると、子どもたちだけでうまくや

れるのか不安である。班活動の未熟さを考え、神

保は蹟蹟する。他方では、子どもたちは放課後は

塾や習い事が多くて、時間がとれない。放課後の

学習活動が成立するか、不安である。しかし神保

は、前者については不安は残るがとにかくやらせ

てみることにし、後者については子どもに時間を

調整させたあとで、行けるものだけの任意参加の

班活動として取り上げ、班に調査を依頼し、なん

とか成功させる。こうして、いままで盲点だった

放課後の時間を教育的に組織し、任意参加の班活

動を生みだす。ここに、新しい可能性が開けてき

たのである。

四つには、任意参加の班活動のなかで、班づく

りがすすんでいくことである。任意参加の班活動

が、実際には教科外での班づくりの活動に転化し

ていったのである。たとえば、調査に行かなかっ

た子どもが、次の遺跡見学にいきたいと言ってき

たときの班会議がそうである。ぎりぎりまで時間

を調整して使っている子どもは、「算盤、算盤と

いっているけど、やれるときもかえっちゃうんじ

ゃないですか」と批判し、時間を調整して活動す

ること、約束を守ることの大切さを訴えている。

こうしたことがきっかけとなって、班で活動する

ときの約束が守られていき、班活動が円滑に進ん

でいく。調査を目的とした放課後の任意参加の学

習活動は、班づくりの絶好の機会でもあることを

教えてくれている。

五つには、調査を素材とした放課後の任意参加

の学習活動を生かすために、班長会がうまく機動

されているということである。学級集団づくりに

おける班長会の力が生かされ、学習を素材とした

活動が班長会によって方向づけられ、成功へと導

かれているということである。表は授業の延長上

での学習活動なのだが、裏では、実質的に学級づ

くりの活動になっている。授業と学級づくりの関

連を生かすことが重要なのだが、このことを実質

的に有機的に創りだしている点に学ぶ必要がある。

ただ、この実践記録は放課後の班学習活動をと

おした「班づくり」に焦点がむけられているため

に、授業での学習状況はくわしく記述されていな

い。授業での探究的学習活動が放課後の班学習活

動にどのように影響したのか、また、放課後の班

学習活動が授業のなかでの探究的学習活動にどう

反映されていったのかが具体的に書かれると、授

業での学習と放課後の学習との関連がもっと明確

になる。それにしても、このような形で授業を班

づくりと結びつけてとらえる発想は、これまでの

全生研の「授業と学習集団」研究には存在しなか

ったものであり、高く評価されるべきである。

神保の発想を継承したものに、井本傳枝実践

（「子どもの討論や発言をどう組織するか－生活

のなかでものの見方、考え方を高める－」「生

活指導」1989年１月号）がある。('2）

井本は小学校５年の社会科「工業の発達と公

害」の学習を自分たちの地域の問題にひきよ

せてとらえ、「自分の家の近く、学校の行き帰り

で、これは公害だなあと思うことを見つけてこよ

う」という課題をだし、話し合わせたところ､｢騒

音、振動」「悪臭」「犬、猫の糞害」「死骸」な

どを「公害」ととらえるようになった。このよう

な問題意識から校外マラソンの練習時に川でのゴ

ミの散乱を発見する。自動販売機も捨てられてい

る。これをどうするかで帰りの会で話し合いをし、

役場へ電話して引き取ってもらうことになった。

その後「町の公害」の授業において、子どもたち

は「町の公害の現状」を役場に問い合わせたが、

公害は水の汚れ－件しかない。実際に見たことと

合致しないが、「苦情」「要望」をださないと統

計にのらないためだとわかった。
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行動へと転化していることである。ここで、班長

会という組織をとおして、学級に取り組み原案

（「クリーン大作戦」）が提示され、原案討議を

とおしてこの問題に取り組むことになる。学習と

実践とが有機的に結合され、この問題への取り組

みをとおして学級集団の力がいっそう高まってい

くのである。

高波勉は「自主的な学習活動をどう設計するか」

（「生活指導』1989年10月号）において、「今の

状態の中では、授業だけでなく、ありとあらゆる

学習を教科外にも組み、学習の価値を教えていく

必要があるであろう」と述べ、「教師の授業の学

習からヒントを得て、自らが主人公になって、放

課後の遊び的学習活動を組織していく活動」をあ

げている。具体的には、理科で「質量保存の法則」

を教えた後に、興味をもつ子どもが何人かやって

きて実験したいといってきて、放課後自分たちで

自主的に実験をし、学習を深めていった例、そし

て神保のしたような、放課後に班や有志で校外で

の実地学習をする活動を例としてあげている｡('3）

ただし、学習の理解の深まりといった認識の側面

を中心としていて、神保の実践したような、学級

集団づくりにおける班づくりとの関連については

言及していない。そこのところに、教科内容の指

導とは相対的に独立した学習集団づくりの可能性

があると思われるのだが、その点については触れ

ていない。そのような問題として意識されていな

かったことを示しているように思われる。

「中川はなぜ汚れているか」についての学習で、

家の人の願いをアンケート調査し、「下水道の完

備、排水路の整備」が半数以上だということに改

めて注目した。「この頃、子どもたちは放課後、

『111の汚れ」の目立つところを探し歩いていた。

そして、わたしといっしょにその場所へカメラを

持って出かける日々が続いていた｡」。そこから

「との川は昔から汚れていたのか」という疑問を

もち、「昔の川と今の川」について親・祖父母へ

の聞き取りをはじめた。汚れの原因は工場排水で

はないかと当初考えていたが、任意のグループで

近くの工場排水の見学に出かけ、意外にきれいな

ことを知った。家庭の雑排水を調べ、三分の二以

上の家庭雑排水が川に流れ込んでいることを知り

驚いた。この後、「どうしたら、川は汚れないか」

の学習に入り、「町役場に、友和、哲也、和久、

そして智恵と由香の五人が代表で『下水道の計画

について質問を出して聞きにいった」。この後、

班長会は「クリーン大作戦」を原案化し、総会に

提案し、「クリーン大作戦」が展開されていった。

「このクリーン作戦を展開するにあたっては、－

カ月以上にもわたる『町の公害」についてのわた

しと子どもたちの学習があった」のである。

井本実践において、まず第一に、社会科の教育

内容を地域の生活にひきよせてとらえていること

が指摘できる。このことが子どもに生活意識と問

題関心をよびおこす。そこから追究心が生まれ、

授業時間外でもものごとを見る意識・関心が生ま

れ、問題を発見し、それが授業での問題のさらに

深い追究へと発展していく。こうした追究の発展

をとおして、生活のなかでのものの見方・考え方

が高められていくのである。

第二に、追究にあたって帰りの会が活用され、

班をベースとしながらも、任意のグループ活動で

調査活動が多様に展開されていることである。放

課後および学校外で、「役場へ電話をかける」

「アンケートを実施する」「聞き取りをする」「グ

ループで工場見学に行き、発表する」「地域の調

査をする」「町役場へ質問をして聞きにいく」な

どの多様な行動的学習活動が自主的・自発的に展

開されているのである。

第三に、こうした自主的・自発的な学習活動の

成果をふまえて、「公害学習」でえた認識が実践

３グローバル・エデュケーションの提起と授

業指導輪の構想の発展_竹内常一を中心に

竹内常一は、「教師のための授業入門一教科

をとおしての生活指導再考一」（「生活指導」

1989年］月号）において、「学級集団づくり入門

・第二版」では授業における認識過程のうえに構

築される訓育についての言及は原則的なものに限

定され、大半は、授業における集団過程のうえに

構築される訓育にあてられていた、そのために

「第二版」以後の授業についての言及は、もっぱ

ら学習集団の指導と管理にとどまっていたとする。

その原肘には、一つには、教科内容の指導の構想

が手つかずだったことがあげられ、もう一つには、

かって宮坂哲文によって提唱され、生活指導運動
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拓くなかでものの見方。感じ方・考え方をつくり

だしている過程に介入し、それらをより世界に開

かれた知へとたかめていく」のであり、「それに

よって、世界とそのなかにある自分を変革してい

く主体性を子どものなかに育てていくのである」

と把握されていく。（'5）

同種か異種かという場合、非連続性をもみる必

要がある。中内敏夫によれば、非連続的一元論で

ある。同根だが、相互に切れている。だから橋渡

しとしての教材が必要になるという論理である。

「言語や科学的概念と子どもの学習活動の内容と

の間には断絶があるけれども、同じく文化のひと

つの形態である両者がそれぞれにもっている生活

性は同質のもので」あり、「教材は、……言語や

科学的概念などの文化項目のもっている一般的な

生活性を、子どもの学習活動のもつ個別の生活性

にあわせて特殊化するという回路を通して、両者

をつないだものである」とされる。（'6）こうして

教材を介して教育内容を獲得し、そのことによっ

て子どもの生活性を高めるという論理が確定され

る。竹内にあっては、両者はレベルの相違という

指摘だけであって、断絶性には言及されていない。

「制度化された知」「公定された知」を意識して

か、断絶性という把握には消極的であるようにみ

える。この点が問題で、科学的概念・法則などの

意義が薄まる危険性もひそんでいるが、ともあれ

両者の同種（同根）性に着目することによって、

教材を介して、ものの見方。感じ方・考え方をよ

り世界に開かれた知へと高め、自分づくりを促し、

励ましていくという論理構造が確定されていく。

ここに、自分づくり・世界づくりを励ます授業づ

くりの理論的基礎が得られたことになる。

竹内論文で提起されたことは、『新版・学級集

団づくり入門、小学校編」（1990.5）において、

生活の意識化のための学習活動として取り入れら

れる。そこでは、生活綴方教育のもとで実践され

てきた、生活を書かせ話し合いを組織していく｢生

活勉強」を再評価し、生活勉強による生活状況の

認識の指導をきっかけとして「学校や地域の現実、

それに影響を及ぼしている社会・文化状況の学習

を組織していくことも実践されるべきであろう」、

「教師は、いま世界や地域においてなにが起こっ

ているのかを話し、それに子どもの意識を向けて

において理論的に否定されてきた「教科をとおし

ての生活指導」という考えを「授業のなかの訓育」

にどう生かすかが不明確であったからだとし、上

記論文では後者の問題の解明にとりくんでいる。

竹内は、「教科をとおしての生活指導」をめぐ

る論争を経て、教科指導の研究は教育内容と教材

の側から展開されていったが、そこには「教科の

系統性こそが、人格の教育と学力の教育とを統一

した教科指導を生みだすという楽天的な信念があ

った」と指摘する。今日の授業は、「制度化され

た知」「公定された知」を子どもに注入するもの

となっていて、子どもが生活のなかでものの見方

。感じ方・考え方をつくりだしていることをまっ

たく問題にしなし､・ものの見方．感じ方・考え方

を引き出したり、高めたりすることをしない。こ

のような状況のなかでは、「授業のなかで、子ど

ものものの見方。感じ方・考え方をとりあげ、高

めていくという主張は、教科をとおしての生活指

導という、いわないにかかわらず、否定されるべ

きどころか、積極的に肯定されるべきであろう」

と述べる。「子どもの、ものの見方．感じ方・考

え方がどのようにひどいものであれ、教師はそれ

から学ぶことなしには、授業をつうじて、それに

切りこみ、それを世界にむけていくことができな

いだろう。その意味では、教師は、教科をとおし

ての生活指導ということばを使う、使わないにか

かわらず、授業のなかで、子どものものの見方、

感じ方・考え方を引きだし、教材を介して、それ

をさらに世界に開いていかねばならないという提

言は継承されなければならないだろう。」と述べ

る。（14）

このことを踏まえながら、竹内は教育内容・教

材は子どものものの見方．感じ方・考え方と異種

であり、対立するものであるという宮坂の捉え方

に異議をとなえる。教育内容も子どものものの見

方．感じ方・考え方も、ともに世界に開かれた人

間の意識のあり様であって、レベルのちがいはあ

っても、同種のものである。教材はレベルのちが

う両者を媒介するものであり、子どもは教材を介

して世界にたちむかっていくのである。教材は、

けっして子どもにとって外在的で、よそよそしい

ものではない。こうして、「授業というものは、

こうした教材を媒介にして、子どもが生活を切り

－６４－
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いく必要がある」と指摘している。（'7）

竹内は「生活状況をどう意識化させたか」の実

践記録の分析（「分析・状況をどう意識化させる

か」「生活指導」1990年９月号）のなかで、受験

競争と文化支配のなかに閉ざされている中学生の

状況を意識化させ、生きる力を形成しようとした

関誠実践をとりあげている。関は現実世界で闘っ

ている人々の記録ビデオを見せて、第一に、「世

界的な状況と、学校状況と、そして個々の子ども

の状況を串刺しにしてみせることをつうじて、子

どもたちのなかに、これらの状況を貫いている現

代という限界状況を切り開く意識的で自由な主体

をつくりだそうとしている」、第二に、「学級の

なかに、また子ども－人ひとりのなかに、状況に

閉ざされ、振りまわされている生き方と、それを

のりこえていこうとする生き方との対立を組織し、

他者と連帯・共同しながら、意識的な主体として

自由に生きるとはどういうことかという対話・討

論を導きだしている」と分析し、「学級集団づく

りはいま、文化活動と対話・討論とを結びつけて

子どもたちのなかに、「状況」を意識化し、それ

に批判的に介入する力を育てることを緊急の課題

としなければならない。」と述べている。('8）こ

こでの文化活動は広い意味での学習活動を含み、

学習する世界の意識化、世界との対話・討論、世

界の表現、社会参加といった一連の活動の発展を

指している。こうして、さきの、教材を媒介とし

て子どものものの見方．感じ方・考え方に介入し、

対話・討論によってより開かれた知へと高めてい

き、意識的な主体に子どもを高めていく、という

提起が緊急の課題として意識されていったのであ

る。

竹内は「全生研第33回全国大会基調提案、人類

的課題にいどむ教育」（『生活指導』1991年８月

号）のなかで、人類的課題に挑む教育を提起する。

('9）そのさい中心になるのが、討議づくりである。

湾岸戦争の開始と同時に、子どもたちが戦争と平

和に関する－大討論を展開し、そのなかで、犠性

者の側から戦争をとらえ、テレビで映された湾岸

戦争とはちがったもうひとつの湾岸戦争という現

実を構成し、自分たちを地球市民として意識化す

ることができた。そのことをきっかけとして、平

和主義という日本の独自な立場から湾岸戦争に介

入し、具体的な行動をおこそうとした。また討論

を広げるにつれて、「君が代」「日の丸」問題に

ついての討論も組織され、言論・表現・討論の自

由が広がっていった。竹内はこの事実から日常実

践をどう創造していくかを構想する。とりわけ、

意見表明権、表現・討論の自由などの精神的自由

権を中心にすえる。というのは、それは、「外部

の力によって剥奪された感性・判断力・創造力を

取り戻すことを可能にするものであり、それらに

もとづいて現実を意味づけ、世界を構成する自由

を保障するもの」だからである。

こうして、竹内は、学級集団づくりにおける討

議づくりの捉え方を拡張し、それを「対話・討論

・討議による現実による現実の批判的な意識化と

批判的な介入を内包し、学習活動・文化活動・行

事活動などの集団的諸活動の組織化を外延とする」

ものとして位置づけたのである。授業の内外で対

話・討論・討議をつくりだし、そのことによって

現実への批判的意識をそだて、世界づくりを促進

することを課題としたのである。「子どもがその

基本的自由への権利を行使して、人類的な課題の

解決に参加する機会を多様な形で保障すること」

と、「これらをつうじて、“ＴＨＩＮＫＧＬＯＢＡ－

ＬＬＹＡＣＴＬＯＣＡＬＬＹ'，といわれる生き方を

子どものものにしていくこと」を実践の原則とし

たのである。

竹内は、グローバル・エデュケーションに視野

を広げ、それとかかわって上記の子どものものの

見方．感じ方・考え方を問題にし、自分づくり・

世界づくりを励まし、促す授業指導を精力的に構

想していく。(20）

竹内は、1970年代以降に展開されたグローバル

･エデュケーションの動向に注目する。とくに、

1974年にだされたユネスコ勧告では、国際的な人

権拡張の運動に応える教育をつくりだし、それと

不可分な形で人類的な課題に挑戦する教育を創造

することを提起している。このような教育の創造

が、「精神的鎖国」「精神的虐待」といってよい

受験的世界に閉塞されている日本の教育を変革す

るうえで、重要な手がかりとなると考える。

竹内によれば、このユネスコ勧告は、教育方法の

改革を訴えていて、①課題中心的・問題提起的な

教育方法、②対話・討論による学習方法、③想像
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的・創造的教育方法、④参加と社会的な学習方法

を提言している。（２１）これらの教育方法を採用す

ることによって、①分析的で批判的な能力の発達

②価値判断・決定能力の発達、③他者の権利の尊

重と自己の権利の行使、自由な討論の受容・参加

と集団のなかで活動する能力の発達、④人類的課

題への社会的責任と集団連帯の発達、を追究する

としている。ユネスコ勧告はいままでの知識受容

的な学習観と学習活動を根本的に変革し、そのこ

とによって人類的課題に挑戦する市民の形成をね

らっているととらえるのである。（22）

さらにユネスコ「学習権」宣言（1985)、「子ど

もの権利条約」（1989）の提起をふまえて、竹内

は、グローバルな視野からの授業づくりを次のよ

うに構想する。(23）

まず第一に、意識変革をせまるような教材の開

発・作成である。ニセの世界のベールをはぎとり、

真の世界を意識化させる教材、現実への埋没から

脱出させるとともに、自分というオリから脱出さ

せる教材、受験という精神的鎖国状況から解放す

るような教材、学習することの意義を意識化する

ような教材である。

第二に、教材をつうじて教える教科内容と育て

る教育内容を明らかにすることである。ここで竹

内は、教科内容は科学的概念・形象、法則・主題

を意味し、教育内容は、子どもが授業のなかでの

学習をつうじてみずから獲得していく世界観・世

界像、意識・態度を意味すると捉えなおす。この

ような区別をしたのは、ユネスコ勧告などにみら

れるように、学習指導要領などに提起されている

「新学力観」の「関心・意欲・態度」に対抗する

ような批判的な意識・態度を積極的に育成しよう

とするという意図からである。

第三に、子どもが教材にたいして身体的・言語

的にはたらきかけていくことができる授業プラン

の作成である。ここで竹内は、こころ＝からだを

うごかし、問題意識をもって現実世界と対時でき

るようにしていくことを重視している。そのため

に、フィールド・ワーク、聞き取り、調査、手づ

くり、労働、ロールプレイ、シュミレーションな

どの学習活動を重視している。そうした学習活動

を中心にして授業を変革していこうとしている。

第四に、こうして穫得された概念・形象・法則

・主題にもとづいて、現実世界を読み開きつつ、

それに代わる世界を想像的に創造していく授業を

つくることである。ここで竹内は、表現活動、社

会参加活動を重視している。ここで竹内があげて

いるのは、研究文集、作品をつくる、展示をする

演劇をおこなう、ボランティア活動を組織する、

社会参加を組織するなどの活動である。こうした

活動をとおして、子どもなりの自分づくりと世界

づくりをおこなっていくことが大切だとされてい

るのである。

こうしてみると、グローバル・エデュケーショ

ンとかかわって新しく提起されている授業の創造

では、意識変革を視野にいれての教科内容・教育

内容編成、意識変革を求めるような教材の開発・

創造、子どものこころとからだをゆり動かし全身

でたちむかう学習活動が重視されている。とりわ

け、子どもの意識への訴えかけと意識形成、多彩

な学習活動による世界づくり・自分づくりがなに

よりも重視されている。この点がこれまでの授業

づくりとは構想を異にしており、新たな発展だと

思われる。

４グローバル・エデュケーションを意識して

の授業指導と学習集団の新しい展開

~鈴木和夫を中心に－

竹内常一の問題提起に示唆を受けて、鈴木和夫

は「カンコーヒーの授業」にとりくんだ｡(24）小

学校５年の社会科「日本の工業」単元では、日本

の工業の概要を学習したあと、自動車工業のさか

んな地域－新しい工業地域一公害とわたした

ちの生活一生活をささえる工業、といった流れ

で学習することになっている。このような単元構

成に対して、鈴木は「日本の工業とグローバルな

問題との関連を追求したい」と思い､(25）「カン一

本で授業ができるはず。できなくちゃ。」という

竹内の挑発を思い出し、「南北問題を象徴し、発

展性のある｣(26）ものとして「カンコーヒー」を

教材にすることにした。

授業は課題設定→調査活動→報告活動→討論→

レポートという流れで進んだ。このような流れで

流れをくみたてたのは、調査活動に関しては、教

師も子どももカンコーヒーという教材に未知で、

共同で追究できる点に利点があることからであり、
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報告活動については、調査したことをもとに共同

学習を組織し、そこから発展が期待できること、

討論に関しては､そのなかでテーマ性のある世界を

発見できるということ、レポートに関しては、学

習の理解とまとめができるということからである。

まず「カンコーヒーからどんなことが学習でき

るか？」と問いかけ、班でださせ、模造紙に整理

した各班の課題を黒板に貼りだし、重複している

ものを整理してまとめ、「１．工場の場所と立地

条件、２．カンとコーヒーの原料とその生産地、

３．生産量と消費量、４．流通問題、５．外国と

の関係、６カンコーヒーと食品問題、７．カン

コーヒーと環境問題」と表題をつけて、課題設定

ができあがった。

こうしてできあがった課題を調査し、追求して

いくのだが、班と個人の調査テーマを優先させ、

それを集約しながら全体のテーマ・課題にせまる

ことにした。とくに調査活動においては、学力の

上位の子どもたちは図書・文献を中心に調査をし、

それを班でまとめたが、詳細な部分は説明でき説

報告では不評であった。これに対し、ギャングエ

イジまっただなかの活動的な子どもは街頭で調査

し、そこからさまざまな仮説を立ててさらに調査

をすすめていった。しかし、報告においては、そ

れが日本の工業とどうむすびつくのか不明といっ

たこともあった。調査活動といってもさまざまだ

が、とくにからだをとおしてフィールド調査をし

た子どもの方から疑問・仮説が生まれ、追求活動

が進んでいったことには注目する必要がある。行動

的・活動的フィールド調査の可能性を指し示して

いる。

この調査をふまえて学習課題をもう一度確認し、

調査方法を検討するなかで、コーヒー会社に手紙

をだすことになった。コーヒー会社は子どもの質

問にていねいに答えてくれ、10社以上から回答が

返ってきた。これを模造紙に書いた白地図（カン

コーヒーマップ）に書き込み、原料産出地域が太

平洋ベルト地帯に集中していることがわかり、子

どもたちはたいへん驚いた。ある子どもはこれま

でのユニセフ学習を思い出し、「コーヒー豆をつ

くる地域と飢餓になる地域がかさなっているけど、

どうしてだろう？」という疑問を提起した。この

ような偶然の気づきが新しい課題をつくりだして

いった。

コーヒー会社の回答文書のなかから、「コーヒ

ー豆の国別輸入数量と価格」の資料がでてきた。

この資料を班で読み取り、検討していった。プエ

ルトリコ、アメリカ、ジャマイカのものが単価が

高く、アジアのものは意外に安い。単価が高くて

数鐵が少ない国と、単価が安くて数量が多い国、

単価が安いのに数量が少ない国があることに子ど

もたちは気づいていった。そこから疑問を追求し

ていくことになる。カンナという子どもが「コー

ヒー南北問題」（『朝日新聞」1991年11月９日付）

という記事をもってきて、これをもとにして討論

がおこなわれていった。コーヒーの価格が国際会

議で決定されること、コーヒーの価格が飲む国の

経済事情によって変動することがわかった。

またこの記事で、ジャマイカのプルーマウンテ

ンの生産量の８割を日本が買い付けし、発展途上

国の経済安定が近年崩れ、コーヒーの輸出に頼っ

ているアフリカ、中南米の諸国が危機感を持って

いることなどが報道されていた。この記事をヒン

トにして、「国際会議って、もともとコーヒーの

価格を安定させるためだって書いてあるけど、そ

んなら、このクラスで国際会議をやって、どのく

らいの価格がいいのかみんなで話し合ったらいい

んじゃ」という発言をきっかけにして、コーヒー

価格についての学級国際会議を開くことになった。

各班は特定の国（エチオピア、ジャマイカ、イン

ドネシア、日本、ブラジル、中国）を代表し、各

班で国際会議に臨む主張を考え、討論をしていっ

た。この討論をへて、子どもから「どうして南の

国はコーヒーにこだわるの？」という疑問がださ

れ、南の国についてもっと知りたいという要求が

あって、各国の大使館あてに手紙を書き、さらに

深めていった。このあと、カンの問題にはいり、

スチールカンとアルミカンの回収を扱う。アルミ

カンの生産を外国にもちこみ、輸入に頼っていて、

ここでも南北問題があらわれていることの解明へ

とすすんでいく。

およそ以上のような流れで、鈴木和夫の「カン

コーヒーと日本」実践は展開された。この実践を

とおして、何を学べるのか、が問われてくる。

一つには、教科書の単元を現実の日本を解読し

ていくという視点で整理し、南北問題を視野にい
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れて、そこにせまるように方向づけていることで

ある。ここに「グローバルな課題をどう意識化し

ていくのかという教師の構えが要求される」ので

ある。

二つには、このくみかえられた教科内容・教育

内容を適切にになう教材として「カンコーヒー」

を選定し、実際にスーパーで購入した多種多様な

「カンコーヒー｣をもちこんで、授業にはいってい

ることである。「カンコーヒー」は子どもにとっ

てつれ日頃よく飲んでいて、身近な存在であり、

しかも未知な部分が多く、追求心をひきやすいこ

と、追求していくことによってグローバルな問題

へと問題意識が発展していき、「日本の工業とグ

ローバルな問題との関連」につきあたることが見

通せる素材であることである。教材として適切な

素材を選定できたことが「カンコーヒーと日本」

の学習を成功に導いた要因の一つである。

三つには、子どものものの見方。感じ方・考え

方との切り結びを意識して、子どもの側からの問

題意識を引き出し、そこから課題設定をしている

ことである。「ここに並べたカンコーヒーから、

どんなことが学習できますか。班で検討してくだ

さい。」という発問はきわめて大きく、ふつうで

あれば的確に答えるのが困難だが、鈴木学級の子

どもたちは日頃「学習日記ノート」に新聞報道の

切り抜きを貼って、コメントを書いたりしていて、

時事問題に強い興味・関心をもっている｡(27)日頃

からの問題意識の育成があるから、大きい発問で

も真剣に考えて、本質にせまる多様で的確な課題

をだしていったのである。

四つには、多様な行動的・活動的な学習活動を

うまく引き出し、組織していることである。街頭

にでて、自動販売機でカンコーヒーを買った人の

調査をする。コーヒー会社に手紙を書く、学級で

コーヒー国際会議を開く、各国大使館に手紙をだ

して聞くなどは、直接当事者に聞く活動であり、

この活動そのものが「社会的な結びつきと広がり

をもたせることにもなる」。(28）学級での諸活動

で共同活動に慣れ親しんでいる子どもたちは、楽

しんでこれらの行動的・活動的な調査活動にとり

くんでいる。これらの活動はちょうど少年期に適

合した活動であり、夢と希望をはぐくむ学級づく

りとの重なりにおいてこれらの行動的・活動的な

調査・学習活動を展開していることが、子どもを

のらせることに大きく貢献しているように思える。

行動的・活動的な調査活動を多様に組織し、有効

に展開していることに注目したい。「共同で調査

・報告するリサーチの学習方法や、ディベートに

よる課題解決の方法も、教材の特質に応じて授業

に取り入れる」ことが大切であるといえる。(29）

五つには、各班の行動的・活動的な調査活動の

成果を壁新聞にまとめたり、白地図に記入したり

して、報告しあい、討論して、共有していること

である。こうした共有的・共同的学習活動のなか

から、これまでの学習と結びつけてさらに追求す

べき課題・問題をひきだしている。適切な資料に

目をつけたり、新聞記事などから資料を見つけて

授業に持ち込んでいる。このようなことをきっか

けとして、コーヒー国際学級会議という討論ごっ

こが生まれてきている。まさに継続的で広がりの

ある追究活動が子どもの側から生まれてきている

ことに注目したい。このことが授業をノリのある

ものにしているといえる。

コーヒー国際学級会議は、コーヒー価格決定に

おいて利害関係が明瞭に現れている国を６つ選び、

それらの国の一つを各班に割り当てて、それらの

あいだで価格決定の国際会議を開くというもので

ある。自分の班に割り当てられた国に利益となる

ように、国際会議に臨む主張を考え、漉得目標を

考え、他国を代表する他班に対して説得していく。

このコーヒー国際学級会議で子どもたちは遊び的

世界の中でディベートを展開している。このなか

で、熱帯雨林をつぶしてまでもコーヒー生産に力

を注いでいる南の諸国に目がいき、「なんで、南

の国はコーヒーにこだわるの？」という素朴な疑

問がうまれ、そこから、南の諸国の大使館に手紙

を書く活動へと発展していく。「子どもたちの偶

然の発見、気づきがカンコーヒーの学習から発展

して、新しい課題を作りだしていく」のである。

六つには、教師の側で、子どもの行動的・活動

的な調査・学習活動を生かすような仕かけがさり

げなくそっと差し込まれていることを見逃しては

ならない。たとえば、子どもの調査したことを

「学級通信」にのせて、「班・グループの仲間と

こうした調査活動を進めてみたり、個人で調査を

してみると、分かってくることが増えていきます６
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それにつれて、また、疑問もでてきますから、学

習活動がどんどん広がっていきます。自主的な学

習というのは、このように、やればやるほど、豊

かに広がり、学ぶことが楽しくなり、深くなって

いくようです。どんどん自主的な学習に挑戦して

みましょう。」と自主的学習活動を励ましている

ことである｡(30）さらにコーヒー会社への手紙の

書き方を指導したり、「カンコーヒーマップづく

り」（模造紙に白地図をつくらせて、そこに調査

したことを記入させ、世界と日本の関わりをわか

りやすくする）をさせて、ねらいへと迫らせてい

ることなどである。こうした方向づけによって、

子どもは学習活動を深めていくのである。

七つには、認識をさらに高めるための問答・説

明が構想されていることがあげられる。鈴木和夫

実践において、「原料ベルト地帯」というキーワ

ードを子どもみずから名づけ、南の国に注目して

いることはおもしろい。「自分たちの権利の側か

ら現実を名づけ、定義していくことができてこそ、

はじめて学習は知ることと考えることとを結びつ

けるものとなる｣(３Ｄという観点から注目したい。

このようなすぐれた定義づけ活動が子どもから生

まれてきていることは実践の素晴らしさを示して

いる。しかし、ときには、教師が意図する教科内

容・教育内容を「理解していくキーワードをコー

ドとして提示しながら、レクチャーないし問答を

構想していくこと」(32)､｢問答と説明（レクチャー）

をとおして、概念と形象をつかませ」ていく（33）

ことが必要になってくる。鈴木実践の「カンのリ

サイクル」場面では構想しか書かれていないが、

教師みずからがリードして、問答と説明（レクチ

ャー）を意図的に組織して思考活動を発展させよ

うとしている。このような指導が「日本の工業と

南北問題の関連」にかかわる科学的認識の形成に

大きく貢献するように思われる。子どもの認識を

さらに高めるためには、問答と説明（レクチャー）

を意図的に組織することが不可欠である｡(34）

以上、教育内容・教材・学習活動の指導にかか

わって、鈴木実践の特徴・評価点と問題点を指摘

したが、鈴木実践においては、ふつうの社会科教育

実践とちがって、学習集団という視点が貫かれて

いる。以下で、それにかかわって見ていきたいJ(35）

一つには、おそらく鈴木実践は二学期後半から

三学期に実施されたと思われるが、この時期の班

活動では、授業時間外において学習を中心に据え

た活動が主要におこなわれ、役割分担して活動を

おこなうことに慣れ、班長会でも、学習活動で遅

れがちな子どもの学習参加が主要なテーマとなっ

てきている、ということである。学級集団の学習

への取り組みを背景として、この実践が成立して

いるのである。

二つには、「カンコーヒーの授業」において班

活動が積極的に展開されていったのだが、そのさ

い調査活動において、班のテーマだけでなく、個

人のテーマも追究させ、両者の交差において追究

させていっているということである。ふつうであれば、

班のテーマにそって調査活動をさせていくのだが､鈴

木実践ではそうしないで班のテーマの追究と個人

のテーマの追究を両立させていく。おもしろい試み

である。個人のテーマの追究が適切な資料の発見

と気づきを生み、実践展開にノリを生んでいると思

われるが、班のテーマの追究と個人のテーマの追

究の関連を実践的に明らかにし、両者の絡み合い

を具体的に明らかにしてほしいと考える。

三つには、班の学習テーマにそっての調査・報

告活動はガイド・学習リーダーが中心になってお

こなうのだが、日常の問題意識を触発され興味・

関心にそって追究していく学習活動を多様に取り

入れることによって、班員の個性を生かした係わ

り方が生まれ、予想外の力量を発揮して学習活動

の前面にでてくる班員もいて、班員の総力を結集

して班での共同活動を成功させていった、という

ことである。「発言のあまりしない、ノートを必

死に取り続けるような女の子たちも、調査・報告

のまとめの活動ではその「力量」を発揮したり、

「国際会議」の場では、速記者の役割を果たした

り、あるいは、発言の確認を行ったりしながら、

相手の発言の矛盾点をつくように示唆を班に教え

たりしながら、ついには自分が発言のリーダーと

して登場してくる」子どもや、「パニック行動を

起こす子も自分の知識を駆使しながら、討論に参

加する」子どもがでてきて、「班での学習の多様

さは、子どもの世界での学習参加の機会をそれだ

け保障していた」といえる。こうして、班での共

同の学習活動をとおして、班員の意外な側面を発

見し、異質との共存・共同が推進されていく。こ
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のことによって、学習の共同化がいっそう促進さ

れていくのである。

四つには、こうしてみると、班長・リーダーは

班員の積極的な働きをうまく生かして班活動をす

すめ、他の班との討論において有効に生かすこと

が求められる。いわば班員の持ち味を知り、それ

を有効に組織する力量が必要になってくるという

ことである。人との付き合い方がへただが、読書

量と読み取り能力にすぐれている子どもの力量に

着目して、斎藤という男の班長は、「彼を参謀に

仕立てて、（この班は国際会議では日本となって

いましたが）彼の知識を学習テーマと結びつけて

いく」。こうして、この子は「この学習ではじめ

て、授業で生きた」と感じ、その後の説明文の授

業、歴史の授業でその力を発揮していくのだが、

こうした力量をひきだした班長・リーダーの指導

性に注目したい。この点では、班長・リーダー・

学習リーダーには、自分のもっている教科的力量

を発揮するとともに、他の班員のすぐれた教科的

力量を見抜き、それを生かしていく組織的力量が

必要となるのであり、班長・リーダー・学習リー

ダーの資質として、教科的力量と組織的力量の統

一という視点が必要になる｡(36）

五つには、このような授業と学習をとおして、

子どもたちは受験知の世界とは別に、もうひとつ

の共同的学習世界をきずきあげていき、そこか

ら現実の授業と学習世界を批判していく行動

が生まれてくる、ということである。授業中によ

く立ち歩き、奇声をあげていたある子どもが、そ

の後、「今の討論はわからない。おれらの世界

（にも通じる学習）じゃない。あいつらの世界だ

けでやっている｡」と不満を述べた。彼はカンコー

ヒーの学習を例にあげ、現在の授業の問題点を指

摘し、これをきっかけに、みんなが学べる授業と

は何かをめぐって時間をかけて討論した。現班長

会は学習リーダー候補の案も出しながら、班がえ

を提案することにした、という｡(37）こうした共

同的学習世界を実感し、それを背景として、それ

とかけ離れた授業と学習の現実を批判する子ども

がでてきたときに、授業と学習は一人ひとりの参

加を保障し、みんなのものになっていくのである。

５教科外の自主的学習活動と社会参加活動

への発展と集団づくり

ところで、授業での学習活動が高まると、その

成果を教科外での学習発表会で発表したくなる。

そのときに、「授業との関連で、たとえば、群誌

紙芝居づくり、絵本づくり、楽器の演奏などの学

習活動を組織し、それを学級の文化活動に転化し

ていき」(38)、授業の発展としてすぐに学習発表会

を持つ場合と、学級・学校で何か学習発表会など

を催すときに、これまでの学習の成果を生かして

学習内容をテーマとして取り組む場合とがある。

後者の事例が最近いくつかでてきている。たとえ

ば、小島篤三の実践がある。

小島篤三は理科の授業で地球について学習し、

地球と生命について考えさせてきた。各学級一回

全校に発表することになっていて、このクラスは

八月に順番があたっており、ちょうど］か月後に

発表である。教師としては、これまで原爆につい

て調べ、原爆資料館を見学しているので、ヒロシ

マ・ナガサキについて取り組ませたかったが、な

かなかまとまらなかった。ある子どもから「六の

二は地球の学習をしているから、地球のことなら

できる」という発言があり、地球についての感想

文や資料を集め、活動が開始された。このなかで

「地球にとっていま一番の問題は、自然破壊と放

射能による地球汚染、食品汚染の問題と核兵器だ

った」ことを発見する。いままで学習してきたこ

とをもとにして、地球汚染の問題を学習し、それ

をシナリオにする、という流れで自主的な学習活

動が展開されていったのである。とくに地球の歴

史は植物の歴史だったことの発見から、世界的に

ひろがっている森林破壊の地球破壊性に気づき、

そこからシナリオをつくっていき、迫力のあるシ

ナリオができていった。こうして、八・六平和学

習発表が成功裏に終わる｡(39）

この実践のおもしろいところは、授業の成果を

そのまま発表するのではなく、学習発表をきっか

けにして、授業での学習を平和の視点からとらえ

なおし、地球汚染という視点から再学習し、それ

をシナリオにしている点である。班での取り組み

の様子がくわしく叙述されていなくて、惜しまれ

るが、学習行事にたいして自主的学習活動として

学級全体が取り組み、成功させている一つの事例
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だといえる。

こうした学習発表会に対して班でとりくみ、組

織的に子どもを動かして成功させ、それをさらに

募金活動という社会参加活動へと発展させている

のが、栗城順一の実践である。

栗城順一は中学校社会科の授業や道徳・学級の

時間を使って南北問題や地球環境問題について取

り上げ、考えさせてきた。そのあと、教師の方か

ら文化活動発表会（文化祭）の取り組み原案とし

て「飽食日本と飢餓にあえぐ世界の子どもたち」

を提案し、班を単位として、班の問題意識で世界

の子どもたちの現実を調べていってほしいと提起

した。この提案を受けて、各班は調査して、自分

たちのテーマで取り組んでいった。バングラディ

シュの子どもたちをテーマにした１班は、実際に

大使館まで出かけていって、話を聞き、教育と貧

困の関係を明らかにした。「飢餓の現実」をテー

マにした５班は、エチオピアの難民の住居を再現

し、子どもたちの現実を体験させた。「エチオピ

アの子どもたち」をテーマにした３班は干ばつに

しぼってエチオピアの現実を紹介した。こうした

取り組みを各班でおこなっていった。このように

各班で動いたのだが、それだけでなく、教室改造

・掲示・ロゴづくりのための実行委員会を「裏方

会」として組織し、取り組んでいった。この活動

のなかで、募金活動の意味を確認し、「裏方会」

の訴えで自発的活動として協力を求め、３週連続

の日曜日に取り組んでいった｡(40）

栗城実践において、これまでの南北問題の学習

を発展させるかたちで班で分担して取り組み、そ

れぞれに個性的な方法で接近して成功させている。

さらに、班ごとに動かすだけでなく、会場・掲示

．ロゴづくりなどを受け持つ裏方会(実行委員会）

を組織し、裏方会の話し合いのなかから学級のみ

んなに募金活動を呼びかけている。そのさい、強

制ではなく、自発的（自由参加）活動として取り

組んでいることに注目したい。

学級を超えて、学年レベルでの取り組みとして、

１年中央委員会プラス自由参加者の活動として、

自主的学習活動と自治活動の結合に取り組んでい

るのが、笠原昭男である。

笠原は1991年４月、中学１年の担任（社会科、

学年主任、担任外）となり、地理の授業をとおし

て、メイドイン東南アジア、ベトナム、バングラ

ディシュなど南北問題に焦点をあてた学習をさせ

た。それを単なる知的学習にとどめないで、自治

的な活動と結合していくことをめざして、９月の

文化祭でアジア・アフリカについて発表すること

を１年中央委員会を中心として取り組んだ。中央

委員会だけでなく、各学級から有志を募り、夏休

みの大使館めぐりをおこなった。８月24日に学習

会と文化祭の準備のための集まりをもち、大使館

めぐりの感想発表をし、「日本は豊か」をめぐっ

てディベートをおこなった。この討論のあと、文

化祭にむけて仕事分担をおこない、準備に入り、

取り組んでいった。こうして、文化祭を成功させ

た。今後の活動をどうするかについて総会をもっ

て検討した。そのとき、この｢愛を語る会(1ＫＫ)」

は、いままで中央委員は強制参加だったが、これ

からは任意参加にし、新会員を募集し、そのうえ

で、新たに活動を展開していった。この会から、

生徒会役員選挙では、－年生の立候補者のすべて

がこの会の会員であった。生徒総会で「地球環境

の問題に取り組む」という活動方針を提案し承認

された。新会員が募集され、最初の活動として、

募金活動に取り組んでいった｡(41）

笠原昭男実践において注目したいのは、１年中

央委員会を中心としながら自主参加者を集めて、

いろいろな活動をして、文化祭に取り組んでいる

ことであり、文化祭のあと、それをさらに任意参

加グループによる活動に発展させていっているこ

とである。学級・学年という組織で動くのではな

く、1年中央委員会プラス自由参加者のグループ

で取り組んでいる点に特徴がある。さらに、この

活動をとおして、一方では学習と社会参加の統一

をねらっていて、他方では、現実変革をになうリ

ーダーを育成して生徒会の改革をねらっているこ

とである。学習と社会参加との統一をねらったこ

の試みは斬新で、注目に値する。

６世界づくり・自分づくりを励ます授業と

自主的学習活動の創造一まとめに代えて－

これまで世界づくり・自分づくりを励ます授業

と自主的学習活動の創造について全生研の研究・

実践動向を追ってきたが、これらの検討から指摘

できる指導原則を述べておく。
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一つには、世界づくり・自分づくりという視点

から、地域的課題・地球的課題にひきよせて教科

書教材をくみかえていくことである。神保実践、

井本実践、鈴木実践はいずれも小学校社会科教育

での試みだが、そこでなされている、子どもの見

方．感じ方・考え方と切り結んで教材化をはかる

という授業づくりの視点は、社会科以外にも適用

できる。すでに国語科教育において、子どものも

のの見方。感じ方・考え方を引き出し、それと切

り結んで教材を媒介として対話するといった構想

がだされて久しい。子どもの見方。感じ方・考え

方と切り結んで教材化をはかることは、社会科以

外の教科でも可能であり、世界づくり・自分づく

りを励ます授業の創造の出発点として大切にした

い視点である。

二つには、多様な学習活動の導入である。これ

までは問答や説明を中心にして授業が構想されて

きたが、からだ＝心をくぐってものごとを実感的

に認識していくという点で弱かったといえる。か

らだ＝心を動かして全身で取り組む学習活動を導

入し、そうした学習活動をとおして子ども自身が

つかみとっていくことを大切にする必要がある。

その点では、戦後初期単元学習のなかで展開され

た調べる活動、報告する活動、話し合う活動、表

現する活動、社会的実践活動などを見直し、現代

的に再生して取り入れ、授業のなかに位磁づける

必要がある。そうした学習活動のなかで子どもの

ものの見方．感じ方・考え方をひきだし、それら

を相互交流し、異質なものの見方.感じ方・考え

方と出会い、そこから自己のものの見方．感じ方

・考え方をきたえ、世界を拡大することが必要で

ある。学習活動をとおしてどのような認識を形成

するのかに配慮すると同時に、どのような意識・

態度を形成するのかを見ておく必要がある。

三つには、そのさいに共同的学習活動を軸にし

て、多様な学習活動を展開していくことが大切で

ある。班活動を中心にしながら、任意グループに

よる学習活動、個人の興味・関心を尊重しての個

人による学習活動をも取り入れ、それらをうまく

連携させて、学習活動を展開していくことが求め

られる。とりわけ、こんにち授業時間外にまで学

習活動の余地を求めるとすれば、全員参加の学習

活動は難しい。そこで任意グループによる学習活

動が求められるし、さらには個々人の得意能力（技）

を生かしての調査活動も必要になる。これらをど

のように組み合わせていくかは今後の課題となろ

うが、班活動を中心としていくことによって学級

集団づくりとのつながりをもたせることができる

ので、班活動を中心としながら、それにとらわれ

ないで他の形態での学習活動をも取り入れ、それ

を班での学習活動とつなげていくことが求められ

るように思われる。

四つには、異質との共存・共同を中軸にすえて、

授業での学習活動・学習集団のとりくみをみてい

く、ということである。共同的学習活動をすすめ

るなかで、いままで気づかなかったけれど意外に

すぐれた側面があることに気づき、友だちを再発

見することがある。このことが友だちへの見方の

変革を生み、そこから新たな仲間関係が創造され

ていく。こうして、共同的学習活動のなかで、異

質間交流・異質間協同が追求され、関係が再編成

され、集団づくりに展開が生みだされていく。も

ともと「集団づくりは、異質同居である事実を確

認し、その異質を表現主張する自由を保障しあう

ことを促進（異質共存）する多元的な子ども社会

の成立発展を追求し、かつ異質間協同を追求して

いく」ものであり、「活動展開のなかで……多様

な異質さが存在していることを気づかせ、かつ相

互に他者から学びあうことのおもしろさに気づか

せていく」ことが大切になる｡(42）こうしてみる

と、共同的学習活動の展開のなかで、意識面にお

いても、他者認識を活性化させるような機会をた

くさんつくりた・すことが重要になる。また、学習

リーダーについても、従来のように絶対的に特定

教科に優秀でなければならないと頑に考えるので

はなく、鈴木実践においてみられたように、学習

リーダーにも組織的力量をつけ、すぐれた力をも

つ班員を活用していく力量が必要になる。異質共

存・異質協同を追求する学習集団の形成において

は、学習リーダーについても、教科的力量と組織

的力量の統一ということの追求が必要になる。こ

の点で、理論的にも実践的にも従来の狭さを克服

することが課題となる。

五つには、授業時間の外へ学習活動のフィール

ドを広げていくことである。高度情報化社会にお

いて、おもしろく貴重な資料が学校以外の場所に
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散在している。適切な問題・課題を設定してそれ

らを追究していくと、芋づる式に次から次へと問

題が発展していき、予想以上に深まることがしば

しばある。授業時間の外にフィールドを広げ追究

的学習活動を展開して学習世界を広げるとともに、

それをそのままにしておかないで、授業時間に持

ち込み、異質なものの見方.感じ方・考え方をつ

きあわせ、自分づくり・世界づくりを活性化して

いくことが、今日における授業実践の重要な課題

の一つであるといえる。

六つには、授業と教科外活動を関連づけて有機

的に学級集団づくりを進めていくことである。授

業での学習活動を教科外に広げ、教科外活動を授

業での学習活動につなげることによって、学級集

団づくりの場を広げるのである。学級集団づくり

がある程度進んでから学習活動・学習集団にとり

くむのではなく、神保実践のように、授業での

学習活動を学級集団づくりの一環としてとらえ、

文化活動的実践として展開して、学習活動・

学習集団に早期からとりくむことによって、意外

に学級集団づくりがはやく進んでいくことが多い。

子どもたちにとっては、授業も学級生活の一こま

であり、授業での学習活動・学習集団も学級の歴

史づくりの過程なのである。笠原実践にみられた

ように、教科外活動も学習をテーマとして進める

ことによって、自治を軸として学習と社会参加の

統一がなされていき、集団づくりの急速な展開が

のぞめる。このことをふまえて、授業と教科外活

動を関連づけて有機的に学級集団づくりを進めて

いくことが、いま求められているといえる。

(5)同上、同頁。

(6)菊地良輔『中学生の進路と偏差値問題」民衆

社、1993年７月。

(7)基調提案小委員会（文責・竹内常一）「高生

研第30回大会基調提案、学校を学習と自治の場

につくりかえよう」『高校生活指導」１１３号、

1992年７月、および吉田和子「＜教室空間＞

を越える授業」「高校生活指導」117号、１９９３

年７月を参照。

(8)諸岡康哉「学習集団における自治的性格の検

討」『教育方法学研究』第18巻、日本教育方法

学会、1993年３月、３８頁。

(9)神保映「社会科地域学習で動きはじめた班長

たちの“班づくり，，」、全生研常任委員会編

『学級集団づくりの方法13、学級の自己運動を

どうまきおこすか」明治図書、1986年８月。

00地域に着目したことについての神保の見解は、

授業そのものを扱った実践記録、「地元漁業に

こだわった社会科の授業」「生活指導』1987年

９月号に明確に述べられている。神保によれば

「ただたんに、他の地域の事例をばらばらに知

ることではなく、それぞれの産業をある地域を

中心にして構造的にとらえ、その中から『社会

とは何なのか』「社会とはどうあるべきなのか』

を考えることを、社会科の目的にしたい」ので

あり、学区の漁業は「消滅寸前の地元の産業」

だが、「どういう漁業が生きのび、どういう漁

業が消えていくかを学ぶことは、日本の漁業の

現代的な構造を学べるものだ」と述べている。

（同論文、122頁）

(111楠正明「遊び・仕事・学習をどう共同化する

か」『生活指導」1989年12月号、１６頁。

U2）井本傳枝「子どもの討論や発言をどう組織す

るか－生活のなかでものの見方・考え方を高

める－」『生活指導』1989年１月号、３３～38頁。

ｌ１３ｌ高波勉「自主的な学習活動をどう設計するか」

『生活指導」1989年10月号、１２頁

11J竹内常一「教師のための授業入門一教科を

通しての生活指導再考一」「生活指導」１９８９

年１月号、１４～15頁。

1151同上、17頁。

U61中内敏夫「教育学第一歩」岩波書店、１９８８

年、５７頁。

注

(1)藤原幸男「自分づくり・世界づくりを励ます

教材・学習活動・学習集団の創造」「現代教育

科学」1993年９月号。

(2)中西新太郎「学校における知の規範化｣、教

育科学研究会「現代社会と教育』編集委員会編

『現代社会と教育、３，学校」大月書店、１９９３

年２月、１０３頁。

(3)内田伸子『子どもの文章」東京大学出版会、

1990年６月、７頁。

(4)竹内常一「「落ちこぼれ問題」をどうとらえ

なおすか」「生活指導」1992年２月号、１５頁。
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07）全生研常任委員会編「新版・学級集団づくり

入門、小学校編」明治図書、１９９０年５月、８９

～９０頁。

(18）竹内常一「分析・状況をどう意識化させるか

一子どもの自主的な判断と行動をどう引き出

すか－」「生活指導」1990年９月号、５６頁。

(191基調提案小委員会（文責・竹内常一）「全生

研第33回全国大会基調提案、人類的課題に挑む

教育一子どもを権利主体に、学校に自由と自

治を－」「生活指導」1991年８月号、１０４

～108頁。竹内がグローバル・エデュケーショ

ンと生活指導について最初に言及したのは、私

の見る限り、竹内常一「子どもに精神的自由権

をどう意識させるか－「子どもの権利条約ｊ

と地球時代の教育一」「生活指導」1991年１月

号においてである。同号において竹内は、「子

どもの権利条約」の精神を具体化するために、

学級集団づくりの拡張・深化の一環としてグロ

ーバル・エデュケーションをとりあげ、「グロ

ーバル・エデュケーションを構成する平和・軍

縮・人権・開発・環境などの人類的な課題を学

級集団づくりの主題のひとつにして、“ＴＨＩＮＫ

ＧＬＯＢＡＬＬＹＡＣＴＬＯＣＡＬＬＹ'，といわれ

る生き方を生徒のなかに育てていくことを重要

課題のひとつとする必要がある」という「新版

・学級集団づくり入門、中学校編」の記述に言

及している。

剛その後竹内は精力的に講演・執筆し、その成

果を竹内常一「いま、学校になにが問われてい

るか」明治図書、１９９２年８月にまとめている。

学習についてのそれ以後の研究論文については、

竹内常一・三上満「「子どもの権利条約」から

学校を見る」労働旬報社、１９９３年１月。竹内

常一「新しい学習観の創造」「生活指導」１９９３

年２月号。竹内常一「学習を中心とする授業の

創造」「季刊・高校のひろば』第７号、労働旬

報社、1993年３月、竹内常一「日本の学校の

ゆくえ」太郎次郎社、１９９３年10月を参照。

側）「いま、学校になにが問われているか」にお

いて、竹内は1974年ユネスコ勧告で４つの教育

方法の改革が提言されていると述べているが、

勧告では、教育方法の改革に関して、「子ども

および青年の創造的想像力と社会活動に訴える

方法を活用して」としか述べていない。その他

に、中等教育段階後、成人教育を含む学校外教

育において、「世界的視野をもった教育方法の

採用・適用」が述べられていて、この両者を提

言していると見るべきである。竹内のあげた①

課題中心的・問題提起的教育方法、②対話・討

論による学習方法については明確な形では述べ

られていない。おそらくフレーレ「被抑圧者の

教育学」で指摘された課題提起的教育・対話的

教育に示唆を受けて、また勧告の他の文言に示唆

されて、取り入れたものであろう（竹内「子ど

もに精神的自由権をどう意識させるか｣、前出

１２～14頁を参照)。なお④参加と社会的な学習

方法については、「ユネスコ軍縮教育世界会議

最終文書」（1980年)のなかに「軍縮教育は、

最も想像力にあふれた教育方法を実施すべきで

あり、とりわけ、それぞれの特定の文化的・社

会的状況および教育水準に合致した、参加の学

習方法を適用すべきである」という記述があり、

そこから取り入れたものと思われる。また同記

述のあとに、「軍縮教育は、問題中心であるべ

きであって」という記述があり、そこから「①

課題中心的・問題提起的教育方法」を取りだし

たとも考えられる。いずれにしても、１９７４年

ユネスコ勧告が４つの教育方法の改革を提言し

ているというよりは、１９７４年ユネスコ勧告に

示唆をうけて竹内が教育方法の改革の提言をま

とめたものであるといった方が正確である。

（永井恵一監修・国際教育法研究会編「教育条

約集」三省堂、1987年を参照）

⑫竹内常一「いま、学校になにが問われている

か」、７７～７８頁。

(231同上、７９～８３頁。

鋤①鈴木和夫「缶コーヒーの授業」「ひと」1９

９２年４月号（里見実編「地球は、どこへ行

く？」太郎次郎社、1993年７月に再録)、②鈴

木和夫「カンコーヒーと日本」「生活指導」1９

９２年１１月臨時増刊号、③鈴木和夫「カンコ

ーヒーから日本を見る(1)一五年の社会科学

習から－」「生活指導」1993年４月号、④鈴

木和夫「カンコーヒーから日本を見る(2)一五

年の社会科学習から－」「生活指導」1993年

５月号も⑤鈴木和夫｢カンコーヒーから|]本を見る

－７４－
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どこへ行く？』太郎次郎社、1993年７月に再録）

を参照されたい。善元は「リサイクル運動のお

とし穴」について「問答・説明」を組織し､「リ

サイクル、このよきもの」という認識をひつく

ち返している。

'351以下の学習集団についての検討は、主として

鈴木和夫「カンコーヒーと日本」、前出、１５～

１７頁をもとにした。

㈱学習リーダーに関して、高田清は、「子ども

たちにとって、授業とは、彼らの『すでに知っ

ていること』「すでにできること』を武器とし

て、『まだ知らないこと」「まだできないこと』

に挑んでいく活動であり、その中で、迷い、考

えながら、新しい知識・認識を獲得する驚きや

喜びを体験する活動である。また、自分とは違

った、仲間の多様な「わかり」「でき方」に出

会うことで、自分の「わかり方』「でき方」を

より豊かに、確かにしていく活動である。この

授業における学習過程を、学習リーダーも班員

も同じ立場で、同じように経験しなければなら

ない。……学習リーダーは、自分自身と仲間が

より確かに、より豊かに「わかる』ために、教

師の指導のもとで、全員の授業への参加を組織

し、多様な意見を引き出し、活発な集団思考を

組織していくために、リーダーとして取り組む

ことを主要な仕事にすべきなのである。」（高

田清「連載講座／学級のリーダーを育てる．12、

学習リーダーの指導(1)－自治的集団のリーダ

ーと学習集団のリーダー－」『特別活動研究』

1985年２月号、１０４～１０５頁）と述べている

が、同感である。多様な意見を組織することは、

課題に対して異質であるが有効な見解・力量を

いちはやく見抜き、「その提起の意味を咀噛し

て、仮定として班の討論に持ち込む」（鈴木和

夫「カンコーヒーと日本」、１６頁）ことを含ん

でいる。その点で教科的力量と組織的力量の統

一が要求されるのである。

G7）基調提案小委員会（文責・折出健二）「全生

研第34回全国大会基調提案〔発題〕、授業の中

に自治を教室に学びの復権を｣、前掲、117頁

より間接引用した。

６８１全生研常任委員会編「新版・学級集団づくり

入門、小学校編」明治図書、1990年５月、９１頁。

(3)一五年の社会科学習から－」『生活指導」

1993年６月号を参照。以下の実践紹介は主とし

て③④⑤をもとにした。

(25）鈴木和夫「カンコーヒーから日本を見る（１）

一一五年の社会科学習から－－」「生活指導』

１９９３年４月号、１１１頁。

田鈴木和夫「缶コーヒーの授業」「ひと」1992

年４月号、３８頁。

(2m鈴木和夫「カンコーヒーから日本を見る（１）

一五年の社会科学習から－｣、前掲、１１０

頁。

㈱鈴木和夫「缶コーヒーの授業｣、前出、３９頁。

(291基調提案小委員会（文責・折出健二）「全生

研第34回全国大会基調提案〔発題〕、授業の中

に自治を教室に学びの復権を」『生活指導』

１９９２年８月号、１１６頁。

130）鈴木和夫「カンコーヒーから日本を見る１２）

一五年の社会科学習から－」「生活指導」

1993年５月号、113頁。

G1）竹内常一「いま、学校になにが問われている

か」、８２頁。

剛鈴木和夫「カンコーヒーと日本」『生活指導』

１９９２年11月臨時増刊号、１５頁。

卿基調提案小委員会（文責・折出健二）「全生

研第34回全国大会基調提案〔発題〕、授業の中

に自治を教室に学びの復権を｣、前掲、116頁。

(鋤鈴木正気は次のように述べている。「もう一

つ欠かすことができなかったものに、子どもた

ちの観察や調査とは相対的に独立した授業（狭

義）の組織化がある。……これらの（観察や調

査の－引用者）対象は、その背後にひそむ関

係からみれば分析された要素であって、それら

の活動の総合＝関係性は、子どもにとってはた

いへん困難なものである。総合の世界は、それ

まで子どもたちが追究してきた要素の世界とは

ことなった新しいことがらの世界だからである。

この困難な総合をのりこえさせるためにも、教

師による指導性のもとに、それまでの子どもた

ちのすべてをかけさせた授業を組織するのであ

る。」(鈴木正気『川口港から外港へ』草土文化、

1978年８月、206頁｡）。鈴木和夫実践に関連

しては、善元幸夫「アルミ缶リサイクル」「ひ

と」］992年４月号（依田彦三郎編『ゴミは、

－７５－
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柵川島篤三「知ることは、生きること－子ど

もと学び合った地球と人間の学習一」、全生

研常任委員会編「メッセージ・学級集団づくり

８，小学校６年、自治と学びを共につくる」明

治図書、1993年９月、５３～５８頁。

MOI栗城順一「わたしを動かしたのは子どもたち

の現実だった〔中学校社会〕」、「生活指導」

１９９３年６月号、７８～８５頁。

141）笠原昭男「学校に世界を－有志による南北

問題への取り組み－」、全生研常任委員会編

「メッセージ･学級集団づくり10、中学校１年、

豊かな自治と交わりをきずく」明治図書、１９９３

年９月、１０４～１１６頁。

㈱浅野誠「少年期をめぐるせめぎあいと集団づ

くりの構想」『生活指導」1993年５月号、５９

～６１頁。
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